
那覇市女性デジタル人材育成支援事業 【沖縄県那覇市】

沖縄県の一人当たりの県民所得は、全国平均の７割程度で低水
準にあるほか、女性の非正規雇用の割合は55.4％で、男性の
25.6％と比較すると２倍以上に上っており、家事や子育て等に関す
る負担が大きい女性は、雇用において厳しい環境に置かれ、経済
的な困難に直面することも少なくないことから、女性の経済的自立
に向けた就労支援が求められている。

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

・受講者は上記ＰＣ研修を全48時間かけて学び、デジタルスキルの向上に
つながりキャリアの可能性が広がった。
・丁寧なキャリアカウンセリングを通じて自己分析や目標設定を支援し、受
講者の職業に対するモチベーションアップ、長期的な就労意欲が高まった。
・本事業実施により、新規就業者2名。
【受講生の感想】
「合同企業説明会にも参加して、求人募集では見えない部分の話が聞けた
ことで、転職活動をするにあたり視野が広がった」「シニアでも就職活動がう
まくいけそう」「免許や資格がまったくなくて転職活動が不安だったが受講し
て自信がついた」など。

事業の効果

【目的】
パソコン初心者の１８歳以上の女性（市内在住）を対象にオンラインで受講可能
な講座を開設し、デジタルスキル習得支援、さらに安定的な就職を目指して就
職活動をサポートする。

【目標】
（1）デジタルリテラシーの向上が図られた人数として認定試験合格者数  10名
（受講者の70％）

→ 結果 認定試験合格者数 15名 （100％）
（2）実施事業に対する満足度として、アンケートにおいて、 「満足」・「やや満足」
と回答した受講生数が10名以上（受講生の70％以上）

→ 結果 受講者の12名 （80％）

目的・目標

【ＰＣ研修】
本市在住で就労意欲のある18才以上の女性を対象に、Word、
Excel、PowerPointの基本操作を学び、事務職で役に立つ実践的
なスキルを獲得する。
【就業支援】

キャリアカウンセリングによって、自身に合った就職やキャリアプ
ランを考えるとともに、企業説明会や就職ミニセミナーへ参加する
ことで、自身に合った就職活動を行う。

事業の特徴

個別事業費 4,090 千円

交付金額 3,067 千円

事業番号 1

・なはし創業・就職サポートセンター(市商工農水課）
・那覇市雇用対策運営協議会

・10月から企業説明会などへの参加を促すなど、ＰＣ研修と並行して就労

支援を実施したが、平日開催が多くあったため、就業中の受講生にとって

参加が難しかった。受講生のライフスタイルに合わせた就職活動支援ア

プローチが必要である。

・企業との交流会や企業説明会など、受講生が企業と出会える機会の提

供が必要である。

・悩みの共有等ができるよう、受講生同士が繋がることができる場が必要

である。



事業の概要

事業説明会（スタートアップセミナー）

日時：令和７年８月30日（土曜） 10：00～12：00
内容：①女性のためのキャリアデザインセミナー

②事業概要説明
参加者：８名

事業の流れ

面談選考
受講決定

通知
オリエン

テーション 就業支援

Windows
入門

２時間

Word

１８時間

Excel

２０時間

PowerPoint

８時間 
30代～60代の１５名が受講しました！

【ＰＣ研修】
担当講師による授業配信

オンラインと対面が混在する
ハイブリッド配信で実施
Zoomまたは教室どちらでも受
講可能とした

【就業支援】

キャリアアドバイザーによる就
職サポート面談

ＰＣ研修の学習支援及び求人
紹介、など就職活動全般に関す
る支援を実施

ノートＰＣ及びポケットWi-Fiの無料貸出あり

受講申込２０名

２月まで

月１回のキャリアアドバイザーによる
就職サポート面談

・面談
・マッチング会、就職セミナー情報提供
・求人情報提供

【就業支援（企業説明会）】

なはし創業・就職サポートセン
ターと協働して、企業説明会を
開催した
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